
ホンダワラが疎生し、
藻場が再生しつつある。

混生藻場である。2014年、2015年調査とも
分布傾向は同様で、水深１～３ｍ程度の浅
場はマコンブが、それ以深はワカメが優占
し、浅場には紅藻のアカバやマルバツノマ
タ等が生育していた。2014年には一時的
にウスバアオノリとナガアオサ等のアオ
サ類が大量発生した。

足島は「陸前江ノ島のウミネコ
およびウトウ繁殖地」として国の
天然記念物に指定されており、
2015年の時点では、両種のほ
か、オオミズナギドリの営巣地
も確認された。近年ではドブネ
ズミによる希少鳥類への影響が
危惧されている。震災後は、津波
等によって植生の変化がみられ
たものの、海岸線の植生被度は
ほとんど変わらず、震災の直接
的な影響は少なかった。

江島を中心とする
江島列島には、オオ
ミズナギドリ、ウト
ウのほか、オオワ
シ、オジロワシ等の
希少な渡り鳥が飛
来する。

鳴き砂の浜。多くの砂丘植物が生息し、ハマボウ
フウ等、希少な植物もみられる。

岩礁性の海岸沿いに良好な藻場のまと
まりが分布する。海域ネットワークの拠
点、魚類の産卵場、稚魚の育成場として、
仙台湾沿岸で特に貴重な場所である。

"Includes material (c)　(2014) BlackBridge AG. All rights reserved."

生態系監視調査（藻場）

 えの しま

江島

 あし じま

足島

生態系監視調査（海鳥）
 なつ はま

夏浜

 おお がい ざき

大貝崎

   こ     や   どり  はま

小屋取浜

ポケットビーチに岩礁性の藻場から砂浜、砂
丘植生、残存樹林へのまとまりがみられ、海域
から陸域のネットワークとして重要な場所で
ある。

 おお はま

大浜地区

くろ しま

黒島

石巻湾沿岸のクロマツ林（特定植
物群落）のうち、石巻湾東部の林で
は津波の影響は軽微であった。階
層構造を保ちかつ後背湿地を伴う
という点で、震災後残存した樹林
の中でも特に貴重な林であるた
め、造成等を避けるよう学識者よ
り要望されている。

 まん ごく うら

万石浦

震災前はマツナの群落があったが、
2015年調査時はわずかな個体が残る
のみであった。トキワアワダチソウ等
の帰化植物の被度が高くなっている。

アマガイ（分布北限域）や、ヒナユ
キスズメ（宮城県初記録）等の希少
な干潟の生物が確認された。

底生動物の多様性の高いエリアで
あったが、地盤沈下で干潟はすべて水
没し、護岸復旧工事が行われた。アサ
リ漁場が造成されたため、岸辺に砂泥
が堆積するようになれば今後底生動
物が回復する可能性がある。

底生動物の多様性の高いエリアで
あったが、地盤沈下で干潟はすべて水
没し、護岸復旧工事が行われた。アサ
リ漁場が造成されたため、岸辺に砂泥
が堆積するようになれば今後底生動
物が回復する可能性がある。

震災後、2014年まではアマモ場の局所的な回
復が報告されていたが、2015年の船上目視観
察では、水深50cm以浅の広い範囲において、ア
マモ（被度100％）が分布していた。高被度のア
マモ場はこれまでアサリ漁場だった区域にも
出現している。また、アマモの被度は高くなっ
たものの、花枝は確認されておらずクローン個
体である可能性が高い。

震災後、2014年まではアマモ場の局所的な回
復が報告されていたが、2015年の船上目視観
察では、水深50cm以浅の広い範囲において、ア
マモ（被度100％）が分布していた。高被度のア
マモ場はこれまでアサリ漁場だった区域にも
出現している。また、アマモの被度は高くなっ
たものの、花枝は確認されておらずクローン個
体である可能性が高い。

仙台湾北部の大規模な潟湖。津波による撹乱は
軽微だったが、地盤沈下が大きく、干潟域がす
べて水没した。アマモ場は震災後衰退したが、
2014年以降回復してきている。

仙台湾北部の大規模な潟湖。津波による撹乱は
軽微だったが、地盤沈下が大きく、干潟域がす
べて水没した。アマモ場は震災後衰退したが、
2014年以降回復してきている。

震災により、万石浦のアマ
モ場面積は16%程度まで
減少した。2013年調査では
黒島の西岸周辺とそこから
少し沖で点生が確認され
たが群落形成には至らず、
2014年では岸そばの浅所
でアマモ場がみられるの
みであった。2015年調査で
は震災前には及ばないも
のの、110mにわたるアマモ
場の回復がみられた。

大浜地区の干潟は地盤沈下でほとんどが水没した。猪落
地区では潮上帯であったところが潮間帯となり、底生動
物の新たな生息場所となった。2014年には、これらの地
区で震災前と同程度の種数が確認され、また県内での分
布は稀なカワアイが多くみられた。万石浦の固有種のマ
ンゴクウラカワザンショウは2014年以降には確認されて
いないものの、2015年調査ではツブカワザンショウ、サキ
グロタマツメタ、アラムシロ等のほか多毛類も多くみら
れ、万石浦全体として干潟生物は回復傾向を示している。

いの どし

猪落地区

"Includes material (c)　(2014) BlackBridge AG. All rights reserved."

生態系監視調査 ( 干潟 )

生態系監視調査
( アマモ場 )

※アマモ場の分布図は2012年の衛星画像を判読し作成されたため、現状 (2015年 )の高被度なアマモ場の分布は本マップに図示されていない。

 さわ   だ

沢田地区

浜市のハマナス群落（特定植物群
落）は津波と地盤沈下で消失した。

桂島では砂丘植生が回復していたが、
野々島では、防潮堤の建設により、砂浜
と後背湿地の連続性が大きく遮断され、
砂浜と砂丘植生は消失した。
[植物]ハマナス、マツナ、カワツルモ、 [鳥
類]クイナ、ミサゴ、ハヤブサ、[爬虫類]ク
サガメ、[魚類]ミナミメダカ、[昆虫類]リ
スアカネ、ゲンゴロウ等の希少な動植物
の生息・生育が確認された。

干潟調査（2015年）では松島湾全体でマツシマカワザンショウやイボウミニナ等の
希少種を含む　101種が確認された。調査地点では周辺の堤防工事等の影響はほ
とんどみられなかった。アマモ調査（2015年）では、震災後アマモ場が消失した箇所
において点生するアマモが確認され、2013年調査時より被度が回復していた。

松島湾奥は津波の影
響が少なかったため、
干潟はほとんど撹乱
されず、ウミニナ、フ
トヘナタリ、オオノガ
イ等、希少な貝類をは
じめとする干潟の生
物が生息する。

浦戸諸島の北部(野々島～朴島)
では、ツボミ、ウミニナ、アカテ
ガニ等の希少な干潟の生物が生
息する。

野々島・うるし島の北側には干潟
に泥底も残存し、アマモが多い。

砂浜、残存樹林、湿地といった環境の
まとまり。砂浜にはスナビキソウ等の
砂丘植物が生育するほか、内陸の水路
でツツイトモ等の水草がみられる。

干潟や湿地、非耕作農地等、様々な環境の
まとまり。湿地に生育するミクリ、チャボイ、
イヌタヌキモ、干潟に生息するハマグリ、
マメコブシガニ等の希少な生物がみられる。

桂島のクロマツ林は、樹齢250年(推
定 ) の発達した林であったが、震災
以前より松くい虫被害が見られ、震
災後津波により大きなダメージを受
けた。砂浜ではハマナス等の砂丘植
物が生育する。

州崎浜池沼群落の水生植物群落は
津波で湿地面積が増大したが復旧
工事で池沼は消失した。

ハマナス群落や相当数の砂丘植
物、塩生湿地植物が残存する。防
潮堤工事にあたっては、環境アド
バイザーと協議し、ハマナスと砂
丘植物を表砂ごと移植させる等の
保全対策が実施されている。

砂浜と砂丘植物が残存し、松島以
北で残存するものとしては県内最
大級のハマナス群落のほか、汽水
性の水草も確認された。防潮堤建
設の際は移植や工法の改善等、環
境配慮が実施された。

野蒜地区のクロマツ林は若齢林
が多く、震災で倒伏・流出した後、
跡地は湿地化した。新たにできた
湿地では希少な植物が確認され
たが、防潮堤工事で消失した。

東松島市の東名地区、野蒜地区
南部から宮戸島の浸水した場所
の多くで汽水性の水草 ( イトクズ
モ、カワツルモ、リュウノヒゲモ )
が見られたが、復旧工事の進行
と共に著しく減少した。

北上運河のクロマツ林（特定植物群落）では、
残存した樹林に多様な植物が生育していた
が、盛土工事によりわずかを残し消失した。

日本三景の一つであり我が国を代
表的する多島海景観の場。津波被
害は他の地域に比べて小さく、アマ
モ場は縮小したものの、藻場、干潟
に加え、砂浜（砂丘植生）、残存樹
林、湿性草原など陸域の重要な自
然のつながりも多く残存する。特に
干潟は津波による撹乱影響が小さ
かったため、震災前からの底生動
物のソース群集を維持する場所と
して重要である。

松島の海岸林
( 特定植物群落 )

"Includes material (c)　(2014) BlackBridge AG. All rights reserved."

重点地区調査

 ふく うら じま

福浦島

うるし島

ほお  じま

朴島

 とう   な

東名地区

みや   と    じま

宮戸島

   さ     ぶ   さわ  じま

寒風沢島
   さ     ぶ   さわ  じま

寒風沢島

  の     の　しま

野々島

かつらしま

桂島

   は     た    さき

波多崎

松 島

生態系監視調査（干潟・アマモ場）

 しお  がま

塩竈

なる    せ   がわ

鳴瀬川
なる    せ   がわ

鳴瀬川

   の   びる

野蒜地区

ミクリなど希少な湿生
植物が生育する。

震災後、荒浜や蒲生の一帯は非耕作農
地が広がったが、復田が進み大部分が
消失した。2015年時点で帯状に残る
この区域も県道10号の移設地にあた
るため、近い将来には消失することに
なる。

震災後、植林の8割が消失し、元の
植林地は1割のみが2014年時点
で残存し、残りの多くは樹林跡地
に変化した。一部にニセアカシア
が侵入している。

震災後、植林の8割が消失し、元の
植林地は1割のみが2014年時点
で残存し、残りの多くは樹林跡地
に変化した。一部にニセアカシア
が侵入している。

"Includes material (c)　(2014) BlackBridge AG. All rights reserved."

蒲生干潟と一体の七北田川には湿性草原（ヨシ
原）が残り、水域とヨシ原がまとまりをもって分布
する。[植物]ハママツナ、ハマナス、アイアシ 、[鳥
類]オオソリハシシギ、アカアシシギ、オオセッカ、
[昆虫類]マダラヤンマ、ヤマトマダラバッタ、カワ
ラハンミョウ、[その他無脊椎動物]アリアケモドキ
等の希少な動植物が生息・生育する。

重点地区調査

2013 年のガン・カモ調査では、コクガン
やクロガモ等 15 種の鳥類が、2014 年の
シギ・チドリ調査ではシロチドリ等 14 種
の生息が確認された。

モニタリングサイト1000
（ガン･カモ類、シギ･チドリ類）

2014年、2015年調査では、アシハラガニ、コメツキ
ガニ、イソシジミ等干潟を代表する底生動物や、
ヨシダカワザンショウ、フトヘナタリ等の希少種
が確認された。2014年調査でみられたヤマトシジ
ミは2015年時点で確認されなかった。

生態系監視調査（干潟）

干潟やヨシ原、砂浜等を含む潟湖状の湿地で、ハマ
マツナ等の塩生植物やカワラハンミョウ等砂浜に生
息する昆虫類、シロチドリ等のシギ・チドリ類や渡
り鳥等、希少な動植物が多くみられる。津波により
壊滅的な被害をうけ、その後豪雨や導流堤周辺で
の砂の移動等の影響もあり、環境は不安定である。
砂丘植生は比較的早く回復傾向がみられるものの、
干潟生態系の回復はまだ時間がかかると思われる。

蒲生干潟

林野庁では生物多様性保全対策エリアを設定し、海岸
防災林の復旧にあたって生物多様性に配慮した施工を
実施している。この区域は、海岸林と海岸エコトーン（海
と陸、河川が出会う境界領域：生態系の推移帯）の自
律的再生を目指す場所として保全されており、仙台湾岸
において砂浜海岸タイプの自然環境が連続して残存す
るエリアとして極めて貴重な場所である。オミナエシの
群落や、イヌセンブリ（湿生植物）、カワラハンミョウ（海
辺の甲虫）、リスアカネ（トンボ類）等希少な動植物が多
く確認されている。

南蒲生 /砂浜海岸エコトーン

 なな   き     た   がわ

七北田川

 おお ぬま

大沼

貞山運河は、治水や利水機能に加え、
歴史、環境、景観等の魅力を有する土
木遺産として知られる。震災後、セン
ダイハギ群落やハマハタザオ等希少
な植物が確認されたが、堤防改修工
事が開始され、現在の生育は未確認
である。宮城県による「貞山運河再生・
復興ビジョン」のもと、環境配慮が実
施されている。

貞山運河

川沿いのヨシ原は面積
を維持している。

震災後、大沼周辺は浸水で非耕作農
地を中心に湿地が広がり、ミズニラ、
ヒメシロアサザ、マルバノサワトウ
ガラシ等の希少な湿生植物がみられ
たが、2013年以降そのほとんどが復
田等のため消失した。

海岸ではハマナス群落が大きな面
積で残存し、ハマニガナやハマボウ
フウ等の希少な砂丘植物が生育す
る。防潮堤工事を進めるにあたり、
国土交通省は希少種の生息・生育
状況により保全対策エリアを設定
し、施工計画の調整や表土の保全等
を実施した。

砂丘植物保全の取組

仙台湾沿岸の海岸林
( 特定植物群落 )
仙台湾沿岸の海岸林
( 特定植物群落 )

仙台湾沿岸の砂浜植物
群落 ( 特定植物群落 )
仙台湾沿岸の砂浜植物
群落 ( 特定植物群落 )

蒲生の塩生植物群落
( 特定植物群落 )
蒲生の塩生植物群落
( 特定植物群落 )

カワラハンミョウ、ヤマト
マダラバッタ等の海浜性
昆虫類が生息する。

井土浦の塩生植物群落
（特定植物群落）は津波に
より壊滅したが、砂丘植
生はほぼ無植生の状態か
ら再生したと思われる。

"Includes material (c)　(2014) BlackBridge AG. All rights reserved."

砂浜や干潟、湿地、残存樹林、非耕作農地等の多様
な自然のまとまりがみられる。震災前は、貞山運河
に架かる橋が近くにないため人の出入りが少な
く、原生的な海岸風景を残す貴重な場所であっ
た。震災後、潟湖状態に戻ったが、2016年現在は、
名取川への開口部に砂が堆積し閉塞している。

井土浦

東谷地のヨシ原は津波で消失し、干潟に変化し
た。貞山運河の堤防が破壊された箇所から海水が
出入りしており、シギ・チドリ類や底生動物もみ
られることから、井土浦と井土東谷地を一体の干
潟生態系として保全することが学識者等から望ま
れている。これを受け、宮城県では貞山運河の護
岸復旧に際し、井土浦と東谷地が通水可能な構造
を採用する干潟環境の保全を計画している。

仙台市井戸東谷地の保全計画

海岸側は、2012年は裸地の面積が多かったが、2013
年はホソバノハマアカザ、シオクグ、砂丘植生が繁
茂した。2014年から2015年度調査では塩生植物
が衰退・消失する一方で、ヨシの繁茂を確認した。
内陸側では、小パッチの植物群落から、単一のササ
群落、ススキ群落、セイタカアワダチソウ群落、ニセ
アカシア群落への変化が確認された。[植物]セン
ダイハギ、オオクグ、[鳥類]ミサゴ、 [昆虫類]ヤマト
マダラバッタ、カワラハンミョウ、[その他無脊椎動
物]ヤマトシジミ、アリアケモドキ等の希少な動植
物が確認された。

重点地区調査（井土浦）

井土浦では、震災後干潟の生物の生息種数は減少
したが、その後増加傾向にある。2014年調査では、
希少種としてヨシダカワザンショウ、オオノガイ、ア
カテガニなどが確認されている。フトヘナタリは
井土浦では確認されず、井土浦から津波で流され
てきたと思われる個体が井土東谷地で発見され
た。2015年調査でも環境は変化せず、希少種を含
む多様な種がみられた。

生態系監視調査（干潟）

ヨシ原、干潟を有する湿地で、希少な種を含むイ
トトンボ類が生息していた。津波により東側の干
潟とヨシ原はほとんどが消失したが、西側の砂泥
質の干潟は多くが残存し、ヨシ原も小面積でみら
れる。中洲では泥底は流出し、津波後は砂質と
なったが、最近は干出面積が増大傾向にある。

広浦

2014年調査では、希少種としてヒナタムシヤドリ
カワザンショウ等のカワザンショウ類、サビシラ
トリ、アリアケモドキ等が確認された。2015年調
査でも環境は変化せず、希少種を含む生物相は
維持されている。

生態系監視調査（干潟）

防潮堤の海側と内陸側に砂丘植生がわかれてお
り、海側では本来の砂丘植生が、内陸側ではメマ
ツヨイグサ等、荒地に見られる多年生草本を含む
砂丘植生が分布していた。非耕作農地は造成後、
ビニールハウス群となり、植林跡地は大部分が
盛土され、新たな植林地となった。[植物]アイア
シ、 [鳥類]シロチドリ、 [昆虫類]マダラヤンマ、ヤ
マトマダラバッタ、 [その他無脊椎動物]アリアケ
モドキ等の希少な動植物が確認された。

重点地区調査（広浦）

ホソバノハマアカザ
やシオクグ等、塩生植
物が生育する。

ホソバノハマアカザ
やシオクグ等、塩生植
物が生育する。

震災後、海岸林からモ
ザイク状の多様な撹
乱環境へと変化し、残
存樹林、湿地、草地等
のまとまりに、希少な
動植物が生息・生育
する。

震災後、海岸林からモ
ザイク状の多様な撹
乱環境へと変化し、残
存樹林、湿地、草地等
のまとまりに、希少な
動植物が生息・生育
する。

非耕作農地でヒメシロアサザ、
ミズアオイ、ミズニラ、ミズオ
オバコ、ツツイトモ等の希少な
湿生植物が多く確認されたが、
整地されそのほとんどが消失
した。

非耕作農地でヒメシロアサザ、
ミズアオイ、ミズニラ、ミズオ
オバコ、ツツイトモ等の希少な
湿生植物が多く確認されたが、
整地されそのほとんどが消失
した。

川沿いでヨシ原のつながり
がみられる。
川沿いでヨシ原のつながり
がみられる。

非耕作農地のまとまりが
みられる。
非耕作農地のまとまりが
みられる。

河畔林（ヤナギ林）、湿地植
生（ヨシ原）、開放水域のま
とまりがみられる。

河畔林（ヤナギ林）、湿地植
生（ヨシ原）、開放水域のま
とまりがみられる。

100年前は湿地・河川等であっ
た。湿地としてのポテンシャル
が高い非耕作農地のまとまりが
みられる。

100年前は湿地・河川等であっ
た。湿地としてのポテンシャル
が高い非耕作農地のまとまりが
みられる。

   な   とり がわ

名取川
   な   とり がわ

名取川

 ます   だ   がわ

増田川
 ます   だ   がわ

増田川

広浦の南側では震災後、残存樹林や湿
地、草地など多様な撹乱環境が存在し、
ツツイトモ等の水草や、マダラヤンマ
等のトンボ類がみられた。林野庁では、
生物多様性保全対策エリアを設定し、
海岸防災林の復旧にあたって、生物多
様性に配慮した施工を実施している。
この区域では、盛土による植林地の西
側に盛土を取り除いた生物多様性配慮
ゾーンが設置されている。

生物多様性保全対策エリア

 てい ざん  うん が

貞山運河

海岸では、砂丘植生が残存し、ハマ
ボウフウやハマナス等希少な砂丘
植物が生育する。防潮堤工事を進
めるにあたり、国土交通省は希少
種の生息・生育状況により保全対
策エリアを設定し、施工計画の調
整や表土の保全等を実施した。

砂丘植物保全の取組

仙台湾沿岸の海岸林
( 特定植物群落 )
仙台湾沿岸の海岸林
( 特定植物群落 ) 仙台湾沿岸の砂

浜植物群落 ( 特
定植物群落 )

仙台湾沿岸の砂
浜植物群落 ( 特
定植物群落 )

仙台湾沿岸の砂浜
植物群落(特定植
物群落)

仙台湾沿岸の砂浜
植物群落(特定植
物群落)

仙台湾沿岸の海岸林 ( 特定植物群落 )仙台湾沿岸の海岸林 ( 特定植物群落 )

仙台湾沿岸の砂
浜植物群落 ( 特
定植物群落 )

仙台湾沿岸の砂
浜植物群落 ( 特
定植物群落 )

仙台湾沿岸の海岸林
( 特定植物群落 )
仙台湾沿岸の海岸林
( 特定植物群落 )

アユやサケ、シロウオ等
の回遊性魚類が利用する
一級河川。河岸には広い
湿地が連続し、マダラヤ
ンマ等の希少な湿地の生
物が生息する。

震災後、海岸林の後背地
が塩性湿地となり、その
後貞山運河を通じて汽水
環境が維持されため、オ
オクグ等の塩生植物や、
エドガワミズゴマツボ、
クロベンケイガニ等の干
潟の生物の生息・生育が
確認された。残存樹林で
は希少猛禽類の生息も確
認されている。貞山運河
の護岸復旧工事等に伴い
汽水の出入り口は閉ざさ
れたが、希少植物の移植
や猛禽類の営巣木となる
高木を残すなど環境配慮
が実施されている。

カワラハンミョウやヤマト
マダラバッタ等の海浜性昆
虫が生息する。防潮堤工事
にあたって宮城県が表砂の
保全や希少種の移植等を実
施した。

非耕作農地
のまとまり。
非耕作農地
のまとまり。

希少な鳥類や昆虫類が
生息する残存樹林群。
希少な鳥類や昆虫類が
生息する残存樹林群。

鳥の海の生物相は回復傾向にあ
り、震災前との共通種が漸増して
いる。ニホンスナモグリや希少種
のサビシラトリのほか、2015年調
査では中洲が広がり、マツカワウ
ラカワザンショウ、サキグロタマツ
メタ、ハマグリ等も確認された。

汽水の潟湖であり、干潟、ヨシ
原、残存樹林、後背湿地等の重
要な自然のまとまりがみられ
る。震災後、津波で撹乱を受け
たが、海側の砂浜や潟湖のヨシ
原は徐々に回復している。中央
から西側では、干潟の多くが残
存したため、底生動物は震災前
と変わらず生息している。シロチ
ドリやキョウジョシギ等、多くの
シキ・チドリ類が利用する。

仙台湾沿岸の砂浜植物群落
仙台湾沿岸の海岸林
（特定植物群落）

"Includes material (c)　(2014) BlackBridge AG. All rights reserved."

生態系監視調査（干潟）

鳥の海

 てら しま   ち     く

寺島地区

   あ     ぶ   くま がわ

阿武隈川

蛭塚公園では、新たな
湿地や干潟が形成さ
れ、ウミミドリ等の塩生
植物やカニ類の生息が
みられた。復旧工事で
は、湿地での盛土を回
避し、鳥の海との通水
を維持することにより
干潟環境の保全が実
施されている。

鳥の海　蛭塚公園

 とり   の   うみ

鳥の海

0 1 2
km

0 1 2
km

0 1 2
km

0 1 2
km

0 0.5 1
km

0 1 2
km

0 5 10
km

0 5 10
km

非耕作農地でウミミドリの大群落が随所に分
布する。ヒメハリイ、エゾウキヤガラ、イガガ
ヤツリ等の湿生植物も多くの個体が確認され
た。自然遷移が進んでいる箇所もあり、震災後
はアキノミチヤナギ、アズマツメクサ、ヒメコ
ウガイゼキショウ等の希少種が生育していた
が、現在は確認が困難となっている。

2014年のガン・カモ類
生息調査では、水神沼や
磯浜漁港でオナガガモや
スズガモが確認された。

2014年のガン・カモ類
生息調査では、水神沼や
磯浜漁港でオナガガモや
スズガモが確認された。

仙台湾沿岸の海岸林と仙台湾沿
岸の砂浜植物群落(特定植物群落)
は、共に津波により甚大な被害を
受け、多くが倒伏、流出した。

仙台湾沿岸の海岸林と仙台湾沿
岸の砂浜植物群落(特定植物群落)
は、共に津波により甚大な被害を
受け、多くが倒伏、流出した。

福島県境海浜のクロマツ、ハイネズ群落(特
定植物群落)は震災の影響を受け、著しく群
落構成は変化していた。

仙台湾沿岸の砂浜植物群落（特定植物群落）
は津波による砂浜の浸食により、面積が大
きく減少した。震災後には、防潮堤工事の影
響によって残存個体の一部が消失した。

磯の水神スダジイ林
(特定植物群落)
津波の被害はなかった。

磯の水神スダジイ林
(特定植物群落)
津波の被害はなかった。

磯の水神沼・沼沢植物群落
(特定植物群落)
ミズオオバコ等の希少な水
草が生育する。

磯の水神沼・沼沢植物群落
(特定植物群落)
ミズオオバコ等の希少な水
草が生育する。

大芦浜沿岸部の藻場から砂浜、砂丘植生、残存
樹林等へと海域から陸域のつながりがある場
所。陸域では、丘陵地の谷部に湿地や非耕作農
地、残存樹林、開放水域等がまとまり、モザイ
ク状の多様な環境がみられる。湿地では、カワ
ツルモやウミミドリなど汽水性の水草や塩生
植物が確認されている。

大芦浜沿岸部の藻場から砂浜、砂丘植生、残存
樹林等へと海域から陸域のつながりがある場
所。陸域では、丘陵地の谷部に湿地や非耕作農
地、残存樹林、開放水域等がまとまり、モザイ
ク状の多様な環境がみられる。湿地では、カワ
ツルモやウミミドリなど汽水性の水草や塩生
植物が確認されている。

新地町の埒浜地区において、防災緑地内に福島県
相双建設事務所による塩生湿地（0.8haＸ2か所）
の復元や自然観察池（0.5ha）の創出が予定されて
いる。復元予定地では、アキノミチヤナギやエゾウ
キヤガラ等の希少種が生育している。また、南側の
釣師地区は新地町により防災緑地の整備が予定
されている。

埒浜防災緑地が県事業により計画されている。

釣師防災緑地が町事業により計画されている。

アラメ等が生育する藻場

"Includes material (c)　(2014) BlackBridge AG. All rights reserved."

 すい じん ぬま

水神沼

   み   たき がわ

三滝川

 おお あし はま

大芦浜地区
 おお あし はま

大芦浜地区

 すな   こ     だ   がわ

砂子田川

埒浜防災緑地内の塩生湿地復元予定地

 らち はま

埒浜地区

 いそ はま

磯浜漁港

 つり   し

釣師地区

みちのく潮風トレイルの
始終着地

希少な植物が生育する
塩性湿地

カワツルモ群落やツツイトモ群落が分
布する、津波の越流により防潮堤背後
に形成された細長い水域。両種の生
育地として、保存が検討されている。

宇多川・小泉川の間の河口近くの農
地等は、塩生湿地や干潟となり、ハマ
サジやハママツナ等の希少な塩生植
物や、希少種のアカテガニの生息が確
認されている。上流側の非耕作農地
は、シバナやタチドジョウツナギ等の
塩生植物の群落、砂浜植物のハマナ
ス、ミクリ等の淡水性の湿生植物等が
みられ、多様な植物の生育環境になっ
ているほか、底生動物の良好な生息場
所でもあり、現状のまま保存されるこ
とが期待されている。

開口部に位置する残
存樹林、砂浜、干潟、
藻場等のまとまり。

仙台湾で最大の潟湖干潟であり、豊かな
藻場、アマモ場、干潟が存在する。
震災による影響で一時は干潟の底生動
物は激減したが、現在までに干潟環境は
安定してきており、225種の底生動物が
確認されている。種数としてはかなり回
復しているが、個体数は少ない種が多い
ため、生物多様性に富む干潟の回復には
まだ相応の時間がかかると思われる。

福島県が保護区に指定した干潟と塩
性湿地。復旧工事等の対象からはず
し、干潟や塩性湿地の植生や植物相
を残すことを目的とする保存区域と、
復旧工事の後元の環境を復元するこ
とを目的とする保全区域が設置され
ており、ハママツナやウミミドリなど
の希少種が生育する。

   こ いずみがわ

小泉川
   こ いずみがわ

小泉川

アマモ場の回復・拡大傾向が顕著であ
り、北部区域では2015年には、アサリ漁
業を阻害するほどアマモ場が濃密に繁
茂している。アマモ場の被度は、北部か
ら南部にかけて低くなり、梅川河口付近
ではアマモ場の分布はみられない。

アマモ場の回復・拡大傾向が顕著であ
り、北部区域では2015年には、アサリ漁
業を阻害するほどアマモ場が濃密に繁
茂している。アマモ場の被度は、北部か
ら南部にかけて低くなり、梅川河口付近
ではアマモ場の分布はみられない。

福島県が湿地環境の保護を実施して
いる。

"Includes material (c)　(2014) BlackBridge AG. All rights reserved."

湿地としてポテンシャルの
高い非耕作農地のまとまり。

   う     た   がわ

宇多川

保全について議論されている区域

希少種保全エリア

大洲地区南の保護区

まとまったヨシ原
（回復傾向）

林野庁による
干潟・塩性湿地の保護区

松川浦沿岸の保護区

松川浦

 うめ かわ

梅川

2015年のガン・カモやシギ・チドリの調査
では、コブハクチョウや12種のガン・カモ
類、2014年に9種のシギ・チドリ類の生息
が確認された。2013年にはマツカワウラカ
ワザンショウをはじめとするカワザンショ
ウ類やフトヘナタリ等の巻貝類を含む干潟
の生物が確認されている。

モニタリングサイト 1000
（干潟、シギ・チドリ類）  [植物] ハマボウフウ、アイアシ、エゾウキヤ

ガラ、[鳥類]ミサゴ、ノスリ、セッカ、ホオア
カ、[魚類]ミナミメダカ、[昆虫類]コガムシ、
[その他無脊椎動物]マルタニシ等の16種
の希少な動植物の生息・生育が確認され
た。

重点地区調査

アマモの回復が著しい

  う      の     お

鵜の尾

震災前は砂浜がみられたが、
津波により洗掘され後退し
た。砂丘植生が回復した箇所
もあったが、復旧工事のため
造成され、2015年時点では
砂浜はほとんどみられない。

震災前は砂丘植生が分布してい
たが、津波により消失し、砂浜も
後退した。2015年までに砂浜や
砂丘植生は消長を繰り返してお
り、砂丘植生は若干回復がみら
れ、このエリアで唯一、砂浜がま
とまって残存する区域となって
いる。

新しく池となった場所にミクリ
やカワヂシャ等の希少な湿生植
物が生育する。周辺の非耕作農地
では、希少種のアズマツメクサが
確認された。

新しく池となった場所にミクリ
やカワヂシャ等の希少な湿生植
物が生育する。周辺の非耕作農地
では、希少種のアズマツメクサが
確認された。

100年前は水域であった、湿
地としてポテンシャルの高い
非耕作農地のまとまり。明治
～昭和にかけて干拓された水
田地帯であり、津波により一
帯の水田は冠水した。

ガン･カモ類の生息調査
モニタリング 1000

震災後、広大な湿地環境が維持されてお
り、コクガン、オオハクチョウ、マガモ、オ
ナガガモ、キンクロハジロ等の多くのガ
ン・カモ類が利用している。

砂浜、河川、湿地、非耕作農地が
まとまり、海域から陸域へのネッ
トワークがみられる。

砂浜、河川、湿地、非耕作農地が
まとまり、海域から陸域へのネッ
トワークがみられる。

"Includes material (c)　(2014) BlackBridge AG. All rights reserved."

   ま     の   がわ

真野川
   ま     の   がわ

真野川

  や    ざわ うら

八沢浦
  や    ざわ うら

八沢浦

開放水域や非耕
作農地ではハク
チョウ類やチュウ
サギ等のサギ類
が、湿性草原では
セッカ等の鳥類が
生息する。

小高川の河口域に広がる砂
州や湿地、水域などを含む多
様性の高い開放的な空間を
有する。非耕作農地では、サ
デクサ等の希少な植物も確
認されている。

津波で生じた水域に、ツツイ
トモやリュウノヒゲモ等の
希少な水草が生育する。

明治の旧版地形図によれば、
100年前は湿地であり、湿地
としてポテンシャルの高い
立地に非耕作農地がまと
まっている。津波後、小規模
な水域が散在し、ガン・カモ
類やサギ類等の水鳥に多く
利用されている。

 [植物]ツツイトモ、ミズアオイ、フジナデ
シコ、[鳥類] セッカ、[魚類] ミナミメダ
カ、 [昆虫類] クロマルハナバチ等の希少
な動植物が確認された。

河川、湖沼から砂州、湿地、非
耕作農地へと海域から陸域
へのつながりがみられる。

"Includes material (c)　(2014) BlackBridge AG. All rights reserved."
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重点地区調査

砂浜、河川、湿
地、非耕作農
地といったハ
ビタットのつ
ながりがみら
れる。
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 うけ   ど   がわ

請戸川

請戸川河口域は非耕作農地が広
がり、河口部の砂浜や旧河道付
近に新たな湿地が点在する。
[植物]タコノアシ、ホザキノフサ
モ、ミクリ、[鳥類]シロチドリ、
セッカ等希少な動植物が確認さ
れた。

重点地区調査

帰還困難区域のため震災後ほと
んど人の手が入っておらず、非耕
作農地はヤナギ等の樹林化が進
行している。タヌキ、イノシシ等の
哺乳類のフィールドサインが多く
みられた。
[植物]フジナデシコ、アズマミク
リ(オオミクリ)、[鳥類]ミサゴ、オ
オバン等の希少な動植物が確認
された。

重点地区調査

砂浜では砂丘植生が残存し、ハマボ
ウフウやハマゴウ等の砂丘植物が生
育する。海岸林は、江戸時代に植林さ
れた防潮保安林で、海岸側の前緑部
はクロマツの単一林、内陸側はクロ
マツとサクラ類等の広葉樹との混交
林である。多様な樹種構成をもつ混
交林では津波の影響が比較的少な
かったため、希少な植物も樹林内に
残存している。

河口部は閉塞し、キョウ
ジョシギやシロチドリ等の
水鳥の利用がみられるほ
か、コアジサシの営巣地も
確認されている。河岸では、
ミズアオイやカワヂシャ等
の希少な湿生植物が確認さ
れている。

砂丘植生が残存し、ハ
マボウフウやハマゴウ
等の多くの希少な砂丘
植物が生育する。

水辺ではオオハク
チョウ等のガン・
カモ類の利用がみ
られる。

アユ・サケ等の遡上
がみられる。
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夏井川河口域は、長大な砂浜に、わ
ずかであるが砂丘植生が残存して
いる。残存したクロマツ混交林では
希少な植物が生育し、後背の河川・
湿地は水鳥が多くみられる。
[植物]タコノアシ、ハマボウフウ、ミ
ズアオイ [鳥類]オシドリ、オオタ
カ、ノスリ、ヒバリ、[その他無脊椎
動物]マルタニシ等の希少な動植物
が確認された。

重点地区調査
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生態系監視調査（干潟）
2015年調査時には干潟は閉塞し
ており、沿岸部のコアジサシの繁
殖地を避けて、河川域で調査した
結果、クロベンケイガニ、アシハラ
ガニ、モクズガニ等を確認した。

 よこ がわ

横川
 よこ がわ

横川

希少植物が生育する海
岸林とガン・カモ類等
が利用する水辺のつな
がりがみられる。
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鮫川河口部の左岸では、高潮
による砂の堆積や工事の影
響により、潟湖の北側が陸化
した。残存する南側の潟湖で
は、2015年の時点で、少数の
ヨシやアマモの生育や、シオ
クグ等の塩生植物、オオノガ
イやアカテガニ等希少な干
潟の生物がみられた。

まとまった個体群としては東
北地方で唯一のハマガニの生
息地。水門改修工事の際は保
全対策が実施され、2015年の
時点でハマガニは再び生息し
ていた。

ヤマトシジミやアリアケモ
ドキ、カクベンケイガニ
（東北地方では初記録）が
生息する。

特定植物群落の平潟海
岸岸壁の植生と大津港
五浦の海浜植生は特に
津波による被害はみら
れなかった。

 さめ  がわ

鮫川
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鮫川

 なか   た   がわ

中田川
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中田川
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鮫川河口域は、砂浜と潟湖を擁
し、湿地や残存樹林、非耕作農
地等のまとまりや、海から陸への
つながりがみられる。 
[植物]アイアシ、ハマボウフウ、 
[鳥類]オオバン、[その他無脊椎
動物] オオモモノハナガイ、モモ
ノハナガイ、サクラガイ等希少な
動植物を確認した。

重点地区調査

大小の入り江や磯、断崖絶壁等が
みられる海食崖で、多数の地層が
見られ崖の上にはクロマツ林が成
立する景勝地。茨城県北ジオパー
クのジオサイトで、花園・花貫県
立自然公園に属する。岡倉天心旧
宅・庭園及び大五浦・小五浦の
一部として国の登録記念物に登録
されている。

五浦海岸

2015年調査では、河口左岸で60
種以上、河口右岸では、河口が閉
塞気味で水位が高い状態であっ
たものの17種の底生動物が確認
され、種の多様性は高いレベルに
あると推察される。　　

生態系監視調査（干潟）
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